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はじめに -本日の内容

1. HL7 FHIRの紹介
医療情報交換の新しいカタチ

2. JP Core実装ガイドの紹介
FHIRを日本で使うための「ルールブック」

3. JP Coreの動向
バージョンアップの歴史とｖ1.2.0 の話
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1. FHIRとは？
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仕様が複雑で実装時に多様性が生じるHL７ver3に対して、
簡単な実装を重視して、規格策定が進んでいる
開発途上で、Release 4 → 5 → 6 とバージョンを

上げつつある。R4が、2024年当初時点での安定バージョン。

ＨＬ７ ver.2 ( 1980年代〜） ISO 27931

主として医療情報システム同士のオーダ（検査や処方などの指
示情報）か数値検査結果の連携手順と連携データの規格

ＨＬ７ ver.3 ( 1995あたり〜）
特に医療文書データの標準 HL7 CDA

医療全般の情報（画像やゲノム以外）をカバーして
多目的に利用できる「データ記述方法」の規格
医療文書データ標準(HL7CDA)は比較的使われている

ＨＬ７ FHIR （現在）

厚労省標準規格
 HS012 臨床検査データ交換規約
 HS016 放射線データ交換規約
 HS022 処方データ交換規約
 HS026 SS-MIX標準化ストレージ

厚労省標準規格（ＨＬ７CDAに準拠するもの）
 HS007 患者診療情報提供書・電子診療データ提供書
 HS008 診療情報提供書（電子紹介状）
 HS032 HL7 CDAに基づく退院時サマリー規約
厚労省 電子処方箋 CDA 記述仕様
厚労省 健診・特定保健指導の電子的なデータ標準様式

準
拠

2023年度に厚生労働省標準に指定された。
いずれもFHIR R4.0.1に準拠している。

HS036 処方情報HL7FHIR記述仕様
HS037: 健康診断結果報告書HL7FHIR記述仕様
HS038: 診療情報提供書HL7FHIR記述仕様
HS039: 退院時サマリー HL7 FHIR記述仕様

準
拠

準
拠

• 米国のHL7協会が開発した医療情報交換のための新しい標準仕様（規格）

医療情報連携の歴史とFHIRの登場
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データは「リソース」単位で
扱う

FHIRでは、医療情報を「リソー
ス」という部品（情報のまとま

り）の単位で扱います。

•リソースとは？
• 健康医療情報に関する「ひとつの事物
や事象」の情報のまとまり。

• 例：患者リソース、検査結果リソース、
処方リソースなど、R4では約150種類
が定義されています。

• これらのリソースを組み合わせて、
様々な医療情報を表現します。 https://www.hl7.org/fhir/R4/resourcelist.html

https://www.hl7.org/fhir/R4/resourcelist.html
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扱う

•リソースの中身はツリー
構造にて要素ごとに、多

重度、データ型、利用さ

れる用語などが定義され

ている

•ベースとなる定義はHL7
FHIRによりあらかじめ
用意されている

リソース定義(JSON形式)
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「REST API」で情報にアクセス
• URIで目的のデータを特定:
必要なデータを「どこにあるか」で指定するだけ。
例）

患者リソース (/Patient/123)
観察リソース （/Observation?patient=123&category=vital-signs&code=http://loinc.org|8867-4）

• HTTPメソッドで「何をしたいか」を明確に表現:
• GET: データを取得する
• POST: 新しいデータを作成する
• PUT: 既存のデータを更新する
• DELETE: データを削除する

• 標準的な形式でデータを受け取る: 
JSONなど、どの開発言語でも「扱いやすい形」でデータが返ってくる。

APIの学習コストが低く、開発がスムーズに進
む。
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自己記述的で拡張可能な仕組み

FHIRは単なるデータ交換規約ではない

• FHIRリソースの定義を、FHIRリソースで記述可能

•仕様自体が「機械可読」となり、ツールの自動生成や検
証が容易になる

•リソースは拡張・派生が可能
•「基本的な部品」を元に、変更点の定義だけで国や用途に
合わせた「新しい部品」を定義できる。

この仕組みにより容易に実装ガイドを作成でき
る
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2. JP Core実装ガイドとは？
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実装ガイドとは
FHIRという共通言語があっても、
地域や国によって文化や制度が異な

ります。

実装ガイドは、特定のシステムや

ユースケースで利用するための具体

的な手順やルールをまとめたもの
です。

必要な機能要件を機械可読な仕様
として受け渡しできるため、認識違

いを防ぐことができます。

仕様
・解説書

(.html)

サンプル
ファイル

(.json)

定義情報
(.json)

FHIRにおける実装ガイド
（⼿引きや仕様）

データ交換に必要な情報が⼀箇所にま
とまっている。
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JP Core実装ガイドの紹介
•日本国内にてFHIRを利用する際
の手引き

• FHIR Baseより直接派生

• ver1.2.0が最新バージョン

•日本国内の事情を考慮した修正
を行っている

例えば、人名の「よみがな」や

「各種マスタ」、「医療制度」

等に日本特有の事象について

扱っている
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ガイダンス

プロファイル

拡張

検索パラーメータ＆操作

用語

機能要件

セキュリティ
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実装ガイドの派生構造

HL7 Internationalが定める
FHIR 基底仕様 R4.0.1

JP-CORE 
（HL7 FHIR JP Core実装ガイド）

日本で使用する場合の共通的な制約や説明の追加

処方情報
FHIR仕様

診療情報交換における仕様のコンパクト化

診療情報提供
FHIR仕様

ユースケースごとの仕様

（例）臨床研究における仕様のコンパク
ト化

ユースケースごとの仕様

健診結果報告
FHIR仕様

退院時サマリ
FHIR仕様
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ConceptMapリソース
例）ラボナール注射用0.3g

1115400X1027(YJコード)  → チオペンター
ル N01AF03(ATCコード)

CodeSystemリソース

concept = { コード, 表記, 定義 }
例：個別医薬品コードマスター

ValueSetリソース

例： 「個別医薬品コードマス
ター」からの「麻酔薬コードセッ
ト」

Terminologyリソース 

Terminology
サーバー

多数のCodeSystem
ValueSet、ConceptMap

などのリソースを格納した
FHIRリソースサーバ

Web REST APIに準拠して各リソースを
検索することができるため、CodeSystemを指
定して特定のcodeが存在するか、特定の表記
のconceptのcodeの検索などができる。

検索例）ServerURL/CodeSystem?concept.display="
ラボナール注射用0.3g"

Trerminologyサービス 
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•インフラ基盤SWG
•検査・診断SWG
•アドミニストレーションSWG
•臨床・薬剤SWG
•ターミノロジーSWG
•治験／臨床研究SWG

インフラ基盤

ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ

臨床・
薬剤

臨床・
薬剤

ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ

臨床研究SWG

検査・
診断

ターミ
ノロ
ジー

座長の大江先生を中心に、６つのサ
ブワーキングで構成され、産学メン
バ（ボランティア）によって検討さ
れている
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オープンな作成環境

自動ビルド

各SWGにてIGを修正

公開レポジトリ管理

https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x

各SWGにて実装ガイドをGitHubの公開レ
ポジトリ上で編集します。

主にFHIR専用言語(FISH) とMarkdownを修
正、ビルドによってリソース定義(JSON)
と説明用のホームページが作成されます。

IssueやPullRequestも外部より受け付けて
います。

https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
https://github.com/jami-fhir-jp-wg/jp-core-v1x
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用

電子カルテ情報共有サービス2
文書５情報・患者サマリー
FHIR仕様（JP-CLINS）検診結果報告書 FHIR記述

医療DXのデータ交換の仕組みとして
実装ガイドの提供が行われている
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世界のCore実装ガイド

•多くの国で実装ガイドの地
域に応じたCore実装ガイ
ドを作成しています。
•⾒た⽬が似ているのは同じ
ツールで作成されているた
めです。
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US Core UK Core 

KR Core JP Core 

http://hl7.org/fhir/us/core/ https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-
stu3-sequence?version=1.7.0

https://hins.or.kr/nrc_fhir/index.html
https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/index.html

http://hl7.org/fhir/us/core/
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://simplifier.net/guide/uk-core-implementation-guide-stu3-sequence?version=1.7.0
https://hins.or.kr/nrc_fhir/index.html
https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/index.html
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３．JP Core実装ガイドの変
遷および動向
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JP Coreの変遷
• 1.0.5  (2022-02-26)
初期リリース

• 1.1.0  (2022-10-24)
IGPublisher採用に開発速度、精度向上
用語、Exampleの整備

• 1.1.2 (2023-11-11)
内視鏡プロファイル、微生物学検査プロファ
イルの追加

• 1.2.0 (近日公開) ※
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JP Coreの変遷
1.0.5 1.1.0 1.1.1 1.1.2 1.2.0※

SearchParamter 105 8 8 8 8

CapabilityStatement 2 2 2 2 2

Profile 30 44 43 59 70

Extension 28 30 30 37 41

CodeSystem 0 25 25 86
(64)

88
(71)

Valueset 0 71 71 119
(82)

114
(90)

NamingSystem 0 19 19 22 45

Example 9 41 41 48 76

その他 0 2 2 2 2

合計 174 242 241 383 446

括弧は、ターミノロジーサーバとして定義されている
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JP-Core v1.2.0の状況報告

•公開に向けて作業中
最終チェック段階で近日中に公開する予定です。

•主な変更点
• 識別子をOID形式→URL形式への移行
• 電子カルテ共有サービスのCLINSのフィードバック
• 歯科口腔に関するプロファイルの追加
• 日本語翻訳の精度向上
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行

• FHIR実装ガイドで採用している
「CodeSystem」や「Identifierに
対するSystem値」に対するURIに
ついて、可能なものからOID形
式からURL形式への移行を進め
ています。

• 現時点では既存システムとの互
換性を維持し円滑な移行を促す
ため、URL形式の利用は必須とし
ておらず、NamingSystemリソー
スに記載されるOID形式の記載も
許容しています。
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歯科口腔に関するプロファイル追加

•歯科口腔に関する一覧のプロファイルが追加されています。
•口腔診査レポートや診療情報提供書に関する構造定義が行わていま
す。

DiagnosticReport DentalOral
（口腔診査レポート）

Observation DentalOral eCS
（口腔診査結果・診療情報提供書用）

Observation DentalOral
Tooth Existence

Observation DentalOral
Tooth Treatment Condition

Observation DentalOral
Missing Tooth Condition
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HL7 FHIR® 日本実装検討WGの参加者募集
JAMI NeXEHRS課題研究会では、「HL7®FHIR® 日本実装検討
WG」ミーティングを定期的に開催しています。
HL7 FHIRの単なる勉強会ではなく、日本で実装を進める上で
必要な要件をユースケースごとに具体的に決定していき、

その文書化を進める作業を行う作業班です。

関心のある方、ボランティア作業をされる方々の参加を期待

しております。勉強をしながら、そのうち作業を手伝っても

よいという方も是非ご参加ください。


